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イ ン ド ネ シ ア の 熱 帯 薬 用 植 物 を 科 学 す る

健康食品原料の輸入・加 工・卸販売
OEM製品開発

LABORATORIES



はじめに

弊社は「株式会社エムケーラボラトリーズ」と申します。

インドネシアを中心とした国々から、熱帯薬用植物･健康食品やスパイスの原料を輸入し、

加工、卸売りをしている会社です。弊社の代表である西垣は 20 年以上も前から

インドネシアの薬用植物の有効性、稀少性に着目し、インドネシアの公的機関や諸

大学及び 信州大学･長崎大学･武庫川女子大学･長崎国際大学･富山大学などとの共

同研究を進めてまいりました。

2007年からはインドネシア工業省研究所との間で共同研究覚書（MOU)を取り交

わし熱帯薬用植物・食品の共同研究を行うとともに、生物多様性条約に抵触する稀

少果実、ブアメラについては 物質移転協定（MTA))の締結に至っています。

これにより日本で唯一ブアメラを輸入する事ができる企業となりました。

これらの長年にわたる研究･実績を踏まえインドネシアの

原料を中心とした原材料の提供、O EMによる商品開発で

微力ながら日本の健康食品分野の発展に貢献すべく日々

精進しております。
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会 社 概 要
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〒 3 9 0- 1701 長野県松本市梓川倭 1286-18

〒 3 9 9 - 0 0 0 7 長野県松本市石芝 4-7-11

社名 株式会社 エムケーラボラトリーズ

代表取締役 西垣 敏明

設立

所在地

平成 12年 1月

代表取締役略歴

西垣 敏明、薬剤師、医学博士（信州大学）

1948年兵庫県生まれ、1972年長崎大学薬学部卒業、製薬会社で新薬の開発に従事。
信州大学医学部、順天堂大学医学部で病理学専攻。毒性学、病理学、アレルギー学、
電子顕微鏡学が専門。1989年（財）食品薬品研究所に移籍し、JICA（国際協力事業
団）専門家としてフィリピン保健省で食品医薬品の安全性研究技術移転に従事。
1998年ODA（政府開発援助）の調査員。インドネシアで出会ったノニ果実に魅了さ
れ、研究開発、日本健康分野への紹介のため会社設立。
医薬品の安全性、ノニ・ブアメラに関する論文多数、著書「ノニ科学読本」など。



弊 社 の 強 み

インドネシア共和国

パプア州政府との

15 年以上にわたる共同研究

M O U 締結
( 共同開発研究 )
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特願 2010-050534

有機認定工場や

インドネシア政府
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赤い果実ブアメラの

長年の研究成果及び

輸入実績により

インドネシア各地で

時間をかけ築き上げた

太いパイプによる

仕入れ先の開拓

なぜインドネシアのハーブ、スパイスなのか？

イ ン ド ネ シ ア は 日 本 の 約 5  倍 の 広 大 な 国 土 を 有 す る 赤 道 直 下 の 島 嶼 国 家 で 、 東 西 の 距 離 は ヨーロッパ

に 匹 敵 す る ほ ど で す 。 薬 用 熱 帯 植 物 や 香 辛 料 の 宝 庫 と 言 わ れ る イ ン ド ネ シ ア は 、 古 く は 1 6 世 紀 に オ

ラ ン ダ が 香 辛 料 貿 易 を 目 的 に イ ン ド ネ シ ア へ 進 出 し ま し た 。 オ ラ ン ダ に よ る 植 民 地 化 の 時 代 が 始 ま

り ま す 。 弊 社 は そ ん な イ ン ド ネ シ ア の 熱 帯 薬 用 植 物 や 香 辛 料 に 魅 せ ら れ 長 き に わ た り 研 究 を 重 ね て

ま い り ま し た 。

イ ン ド ネ シ ア 原 産

ノニ、クスリウコン、赤ショウガ、ジャワナガコショウ、ヒッチョウ カ 、ブアメラ ( パプア島のみ )

MTA締結
（物質移転協定）



栄養補助食品に使われます。

確かな効果による栄養機能性食品の実績、

化粧品などにも使われます。

ジュース、,      ピューレ、乾燥葉、果実粉末、FD粉末
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主な用途

加工の状態

栄養補助食品や加工食品、 ウコンを凌駕する新規の香辛料として

化粧品など幅広く使われます。

乾燥根茎、粉末
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主な用途

加工の状態

根茎は食用や化粧品として、

全草は精油として利用されます。

乾燥根茎、粉末
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主な用途

加工の状態
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プロビタミンAの微量栄養素による肺がん、
骨粗鬆症予防、美肌、育毛、アンチエイジングに。

オイル、粉末

主な用途

加工の状態

乾燥果穂、粉末

加工の状態
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一酸化窒素産生による降圧作用があり、

香辛料、栄養機能食品として利用されます
。

主な用途
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乾燥根茎、粉末、精油

主な用途

加工の状態

主 要 取 り 扱 い 原 料 一 覧 ( 1 / 2 )



生薬・精油・香辛料なに加え 、

子宝の栄養補助食品として期待されます。

葉を食用とする多肉植物。ミネラルが豊富で

認知症への効果が期待され長寿の薬草となる新素材。

乾燥葉、粉末
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主な用途

加工の状態

高価なタヒチ種。西洋製菓材料の香辛料として

利用されます。

キュレーション鞘、粉末

バ
Kac

ニ
an

ラ
g v

ビ
ani

ー
la

ンズ

主な用途

加工の状態

有機JAS, EU, USDA認定、低ＧＩ食品。血糖値の上がらない
精白糖に代わる天然甘味料。

顆粒
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主な用途

加工の状態
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カロリーゼロの植物性天然甘味料、

農作物の甘味向上の為の肥料として。

乾燥枝葉、粉末、水抽出液

主な用途

加工の状態

スティック、粉末

加工の状態
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(スリランカ)

珈琲、料理に使用する賦香料、ダイエット効果
が期待されてます。

主な用途
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乾燥果実、粉末

主な用途

加工の状態

主 要 取 り 扱 い 原 料 一 覧 ( 2 / 2 )

他にもニーム、カルメグ、山椒、ココナッツオイル (EVCO)、各種香辛料 ･精油などの取り扱いもございます
。
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。 こんな方にオススメです

新たな原料を仕入れたいがどうしたら良いか分からない。

既存の原料価格を見直してコストカットしたい。

どんな品質の原料が届くか心配。

トラブル発生時など現地とのコミュニケーションが心配

インドネシアでの農業への契約栽培、投資案件のご相談も。
質問だけでも大歓迎です。まずはお気軽にご連絡下さい。



mk-info@thisismk.co.jp

電話：0263-26-7588
ﾌｧｯｸｽ：0263-26-7518

本資料に関するお問い合わせはコチラ

mailto:mk-info@thisismk.co.jp

